
第８款　土木費

項１ 土木管理費

目１　土木総務費

1 のぼりべつ・クリーン＆フレッシュ事業費

章 6 節 1 施策 2

   公共施設（道路・公園・広場・河川）を養子に見立て、市民や企業が里親になって公共

施設の清掃美化を行い、市は市民、企業の清掃美化活動を支援した。

参加団体数 ２８団体 参加者数 ４０１人

活動箇所 道路 １２ 箇所 公園 ９ 箇所 河川 １０ 箇所

項２ 道路橋梁費

目１　道路橋梁総務費

１ 道路台帳図作成委託料

章 4 節 3 施策 1

   新規認定及び変更認定した路線の現況測量及び台帳作成、道路工事により整備された

道路の台帳修正等の業務を委託し、市道の適切な管理に努めた。

新規認定・供用開始３路線、区域変更３路線、修正３４路線

２ 市道用地確定測量委託料

章 4 節 3 施策 1

   未処理となっている市道用地の確定や国有地の無償譲与申請を行うため、用地確定測量

を行った。

国有地 ３路線 未処理用地路線 ６路線

３ 市道用地買収費

章 4 節 3 施策 1

   道路用地等の未処理用地を買収した。

買収面積 １，０８８ ㎡ 件数 ８ 件

目２　道路維持費

主要データ

① 市道延長等の推移

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

％ ％ ％ ％ ％

177,477

61.4

平成１６年度末

289,501

182,018

62.9

平成１７年度末

289,811

183,190

63.2

190,498

65.6

平成１９年度末

290,486

191,191

平成１８年度末

290,207

65.8

区　　分

舗装率

市 道 延 長

舗 装 延 長

平成１５年度末

289,147

予算額

363 決算額予算額

5,7755,775 決算額

283

3,967

予算額 5,631 決算額 5,631

予算額 3,973 決算額
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１ 市道常時補修費

章 4 節 3 施策 1

   道路を良好な状態に保ち、交通に支障を及ぼさないよう舗装及び排水路等の補修維持

管理を行った。

２ ロードマーク設置費

章 2 節 3 施策 3

   車両の通行を円滑にするための路面表示を行い、交通安全を図るため、車道センターラ

イン及びドット線等の区画線を塗布した。

破線Ｌ＝１１，５００ｍ 実線Ｌ＝７５０ｍ ドット線Ｌ＝２０８ｍ

３ 除雪委託料

章 4 節 3 施策 1

   冬期間の除雪及び融雪剤散布等により、歩行者及び車両の交通安全を確保した。

車道除雪 １，１１４路線 除雪延長 Ｌ＝２５９．７ｋｍ

歩道除雪 ９８路線 除雪延長 Ｌ＝　４１．１ｋｍ

融雪剤散布 １４０路線 散布実延長 Ｌ＝　６０．０ｋｍ

除雪委託料の支出状況

千円 千円 千円 千円 千円

４ 冬道対策経費

章 4 節 3 施策 1

   融雪剤購入及び砂箱等の補修、ロードヒーティング補修、雪堆積場使用料

目３　道路新設改良費 章 4 節 3 施策 1

１ カルルス路線改良事業費

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業量の達成状況（単年度）

千円 千円

③ 全体進捗状況

ｍ ｍ

75,16113,458

道路改良工 　Ｌ＝８５８ｍ　Ｗ＝7.5ｍ

43,195

3,916決算額

85,650

財    源    内    訳

国庫支出金
市　　　　債

一般財源

予算額

43,256

当 初 予 算 額

平成１９年度 平成１８年度

83,300

区分 事業費

決算額

平成１７年度 平成１５年度

65,865 決算額

1,838

43,256

2,000 決算額

平成１６年度

63,589

予算額 5,500

決算額 84,531予算額 84,700

予算額

予算額 50,000

通常債 減収補てん債

49,800 31,500 2,000

1,700 31

区　　　分 当初予算の考え方 決算実績

決 算 額 84,531 50,700 32,100

　Ｌ＝８４３ｍ　Ｗ＝7.5ｍ

○工事請負費 79,380 80,672

H19までの改良済

1,160 1,081

全体改良延長
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２ 富岸西路線改良事業費

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業量の達成状況（単年度）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

③ 全体進捗状況

３ 中央通り改良事業費

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業量の達成状況（単年度）

千円 千円

③ 全体進捗状況

予算額 34,076

20,400 12,900

予算額 67,900 決算額 67,607

41,400 26,200 1,700

区分 事業費

財    源    内    訳

国庫支出金
市　　　　債

一般財源
通常債 減収補てん債

1,600 7

当初予算額 69,300

決　算　額 67,607 40,500 25,500

区分 当初予算の考え方 決算実績

道路改良舗装工 　Ｌ＝148ｍ　Ｗ＝9ｍ＋3.5ｍ＠2 　Ｌ＝148ｍ　Ｗ＝9ｍ＋3.5ｍ＠2

植栽工 　357ｍ 　209ｍ

○工事請負費 53,847 53,697

714

用地買収 Ａ＝59㎡ 2,310 Ａ＝59㎡ 2,255

永久杭埋設 　一式 800 14本

7,774

全体改良延長 平成19年度までの改良済

1,017ｍ 1,017ｍ

移転補償 　一式 9,100 　一式

34,002

区分 事業費

財    源    内    訳

国庫支出金
市　　　　債

一般財源
通常債 減収補てん債

決算額

1,000

決　算　額 34,002 20,400 12,900 700 2

当初予算額 34,300

決算実績

道路改良舗装工 　Ｌ＝123ｍ　Ｗ＝9ｍ＋3.5ｍ＠2 　Ｌ＝123ｍ　Ｗ＝9ｍ＋3.5ｍ＠2

区分 当初予算の考え方

672 千円

○工事請負費 32,253 31,836

永久杭埋設 　一式 500 千円 23本

全体施工延長 平成19年度までの改良済

843ｍ 843ｍ
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４ カルルス路線外１改良事業費

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業量の達成状況（単年度）

千円 千円

③ 全体進捗状況

５ 登別温泉中央通り外１改良事業費

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業量の達成状況（単年度）

千円 千円

千円 千円

千円 千円

千円 千円

③ 全体進捗状況

移転補償（温泉管） 　一式 7,200 7,035

17,003

1,000

一 般 財 源

18,000 決算額

決算実績

平成19年度までの改良済

113ｍ

予算額 9,601

1,000 1

財    源    内    訳

9,4509,800

　Ｌ＝20ｍ　Ｗ＝7.5ｍ

区分 事業費 市　　　　　　債

当初予算額 10,000 9,000

通常債 減収補てん債

当初予算の考え方

159ｍ

全体施工延長

区分

9,601

○工事請負費

10,000 決算額

路肩拡幅工

水質水量調査

予算額

　Ｌ＝100ｍ

○工事請負費

実測実施委託

区分

道路改良舗装工 　Ｌ＝20ｍ　Ｗ＝7.5ｍ

区分

8,600

当初予算の考え方

決　算　額

当初予算額 18,000 16,200

事業費

財    源    内    訳

市　　　　　　債
一 般 財 源

通常債 減収補てん債

決　算　額 17,003 15,300 1,700

一式

1,800

3

　Ｌ＝100ｍ

決算実績

7,000 6,731

　一式 500 0

　一式 3,100 一式 3,072

全体施工延長 平成19年度までの改良済

312ｍ 240ｍ
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６ 東町３４号線改良事業費

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業量の達成状況（単年度）

千円 千円

③ 全体進捗状況

７ 市道舗装排水整備事業費

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

（１） 道路改良工事費

（２） 道路舗装工事費

予算額 46,000 決算額

当初予算の考え方 決算実績

一 般 財 源

21,400 3,000 15,838

鷲別４号線

事業量の達成状況

区分 当初予算の考え方

当初予算額 46,000

決　算　額 40,238

　Ｌ＝219ｍ、Ｗ＝8ｍ

40,238

減収補てん債

2,000

57

通常債

区分 事業費

財    源    内    訳

市　　　　　　債

16,000 30,000

予算額 20,000 決算額 19,757

区分 事業費

財    源    内    訳

市　　　　　　債
一 般 財 源

通常債 減収補てん債

決　算　額 19,757 17,700 2,000

当初予算額 20,000 18,000

区分 当初予算の考え方 決算実績

歩道改良舗装工 　Ｌ＝260ｍ　Ｗ＝3.5ｍ＠2 　Ｌ＝240ｍ　Ｗ＝3.5ｍ＠2

車道舗装工 　Ｌ＝60ｍ　Ｗ＝9ｍ 　Ｌ＝50ｍ　Ｗ＝9ｍ

○工事請負費 19,600 19,583

全体施工延長 平成19年度までの改良済

660ｍ 280ｍ

事業量の達成状況

鷲別４号線 　Ｌ＝110ｍ、Ｗ＝8ｍ 　Ｌ＝112ｍ、Ｗ＝8ｍ

区分

　Ｌ＝200ｍ、Ｗ＝6.3～7.1ｍ

計 　Ｌ＝315ｍ 　Ｌ＝312ｍ

登別５号線 　Ｌ＝205ｍ、Ｗ＝7ｍ

決算実績

　Ｌ＝237ｍ、Ｗ＝7.4ｍ

登別３号線 　Ｌ＝240ｍ、Ｗ＝6ｍ 　Ｌ＝109ｍ、Ｗ＝5.2～5.8ｍ

　Ｌ＝200ｍ、Ｗ＝5.2～5.6ｍ

計 　Ｌ＝664ｍ 　Ｌ＝546ｍ

登別５号線 　Ｌ＝205ｍ、Ｗ＝7ｍ

84



８ 蘭法華通り改良事業費

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業量の達成状況（単年度）

千円 千円

千円 千円

③ 全体進捗状況

目４　橋梁維持費 章 4 節 3 施策 1

１ 橋梁維持補修経費

　歩行者及び通行車両の安全を確保するため、市道に架かる橋梁の維持管理を行った。

項３ 河川費

目１　河川総務費

１ 河川管理経費

   日常的なメンテナンスを地域住民に委嘱し、洪水時の迅速な樋門・樋管の操作を確保する

ことにより、内水氾濫の防災に努めた。

目２　河川維持費

１ 河川維持補修経費

章 2 節 3 施策 1

   河川築堤草刈委託（６河川） Ｌ＝3,500ｍ Ａ＝9,290㎡

　  （上鷲別富岸川、ヤンケシ川、ポンヤンケシ川、徳消川、新徳消川、伏古別川）

２ 河川防護柵設置事業費

章 2 節 3 施策 1

   既設の防護柵が老朽化している、または設置されていない箇所について、年次的に整備を

進めた。

伏古別川 河川防護柵設置 Ｌ＝56.6ｍ

予算額 1,000 決算額 914

予算額 3,350 決算額 2,339

予算額 615 決算額 615

予算額 3,256

通常債

盛土工

仮設道路工

当初予算の考え方区分

事業費

17,000

財    源    内    訳

決算実績

1,700

3,180

2,8563,000 一式

一式 一式

13,400 13,671

11

決算額

22ｍ

市　　　　　　債
一 般 財 源

減収補てん債

16,911予算額 17,000 決算額

区分

当初予算額

全体施工延長 平成19年度までの改良済

決　算　額 16,911 15,200

実測実施設計 一式

○工事請負費

15,300 1,700

一式 一式

52ｍ

85



項４ 都市計画費

目１　都市計画総務費

１ 公共下水道事業特別会計繰出金

   下水道管渠の布設を計画的に実施したほか、「若山浄化センター改築更新基本計画」に

基づき、終末処理場の設備更新を行った。

汚水管渠整備延長　　　　　Ｌ＝８，２３０ｍ

若山浄化センター　除じん機及びポンプ設備の更新

   人件費をはじめとする事務費、管渠事業費に係る一般財源相当額を繰出し対象として

繰出額を決定し、一般会計から繰出しを行った。

目２　公園管理費 章 4 節 2 施策 1

１ 公園維持管理経費

（１） 登別ビーチパーク分

登別ビーチパークの維持管理を行った。

（２） 指定管理者維持管理公園分

亀田記念公園、若草中央公園、富岸公園、新川公園、らいば公園及び川上公園（Aゾーン）

指定管理者 登別造園工事業協同組合

（３） その他公園分

登別ビーチパーク、指定管理者による維持管理公園を除く、１１０箇所の公園・広場と街路樹

の維持補修等を行った。

２ 街区公園等清掃交付金

   公園は、その地域の身近な憩の場として利用されることから、維持管理の一部を町内会

等に協力していただき、その協力に対して交付金を交付した。

実施町内会等　４０町内会等　　　　公園数　５４ヵ所

目３　公園事業費

１ 亀田記念公園整備事業費

章 2 節 2 施策 1

   公園機能の充実を図るため、整備を進めた。

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業の実施状況（単年度）

   園路の整備や樹木の移植、バス駐車場の舗装工等を行った。

3,800

決　算　額 14,606 10,900 3,700 6

当初予算額 15,000 11,200

区分 事業費

財    源    内    訳

市　　　　　　債
一 般 財 源

通常債 減収補てん債

予算額 14,606 決算額 14,606

予算額 655 決算額 640

予算額 44,177 決算額 43,074

予算額 32,153 決算額 32,048

645,076 決算額 604,885

予算額 15,675 決算額 15,442

予算額
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２ キウシト湿原緑地保全事業費

章 2 節 2 施策 1

   貴重な動植物が確認されているキウシト湿原は、環境省の重要湿地に選ばれており、

緑のネットワークとしても重要な位置付けをしている。

   また、当湿原は、都市の中の貴重な緑の空間であり、子供たちの環境教育の場としても

将来にわたって残す必要があるため、保全しながら利活用を図る。

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

② 事業の実施状況（単年度）

   用地買収　Ａ＝５，３６５㎡　　　立入防止柵　Ｌ＝２３４ｍ   　　制札板設置　２基

　 構造物詳細設計　一式

目４　緑化推進費

１ 緑化推進経費

章 2 節 2 施策 1

   みどり豊かなまちづくりを目指し、緑化の推進やみどりに対する意識の高揚を図るため、

市民参加のもと、市域の緑化を総合的に進めた。

市民緑化推進事業 希望町内会へ樹木、花苗を配布した。（５５町内会）

沿道美化事業 道道弁景幌別線等の沿道への花苗の植栽を行った。

（春、夏実施）

試験育苗事業 ４団体参加（若葉町内会、中央町３丁目町内会、若草

町内会、幌別鉄南第７町内会）

みどりの講演会等 ハーブと野菜の寄せ植え講習会

グリーンデータバンク 家庭で不要となった樹木等の有効活用のため広報での

情報提供と仲介を行った。（登録本数１０本、うち２本利用）

目５　地籍調査事業費

１ 地籍調査管理経費

章 4 節 3 施策 1

　地籍調査事業成果の地籍図・地籍簿の閲覧を行い、安心して個々の財産（土地）管理が

できるよう努めた。

予算額 860 決算額 783

予算額 4,250 決算額 4,212

予算額 48,500 決算額 47,508

19,000 25,200

区分 事業費

財    源    内    訳

国庫支出金
市　　　債

一般財源
通常債 減収補てん債

0 4,300

決　算　額 47,508 19,000 25,200 2,800 508

当初予算額 48,500
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項５ 住宅費 章 4 節 2 施策 2

目１　住宅管理費

主要データ

① 公営住宅管理戸数

戸 戸 戸

1 公営住宅維持管理経費

（１） 市営住宅分

　市営住宅の維持管理費

　市営住宅集会所（幌別東集会所・新生集会所・千代の台集会所・柏木集会所・

登別温泉集会所・桜木集会所）については、指定管理者に管理を委託した。

（２） 道営住宅分

　市が指定管理者となって管理した。

２ 市営住宅改善経費（高齢者・身体障がい者施策）

   市営住宅に入居している高齢者や身体に障がいのある方が暮らしやすいよう、日常生活の

利便性に配慮した居住環境の改善を図った。

平成１９年度 柏木団地共用階段手摺設置　４棟１２階段

目２　建築指導費

主要データ

① 建築確認申請件数

新築 増築 計 新築 増築 計 新築 増築 計

165 14 179 172 14 186 185 17 202

19 2 21 25 9 34 26 12 38

184 16 200 197 23 220 211 29 240

※「住宅」は、専用住宅、併用住宅、共同住宅を含む。

※「その他」は、住宅以外の事務所、店舗、工場等をいう。

１ 住宅建築指導経費

   良好な住環境をつくるため、建築相談や建築確認・検査、開発行為と宅地造成の許可・検

査等を行った。

587 決算額 568

住宅

その他

計

予算額

平成19年度 平成18年度 平成17年度

予算額 2,250 決算額 2,250

予算額 31,821 決算額 31,815

計 1,986

予算額 100,338 決算額 99,000

市営住宅 1,484 道営住宅 502
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目３　住宅建設費

１ 市営住宅（幌別東団地）建替事業費

   老朽化の著しい既設の市営住宅（幌別東団地平屋建住宅８棟３２戸）を解体し、４階建エレ

ベーター付住宅１棟４４戸を建設した。平成１６年度・平成１７年度で２０戸建設済。平成１８年

度～平成１９年度で２４戸の建設を継続費を設定して行った。

① 予算額及び決算額の状況 （単位：千円）

２ 市営住宅（鷲別東団地）除却事業費

   老朽化の著しい既設の市営住宅（鷲別東団地）の解体に伴い、入居者への移転助成を行った。

5,938

決　算　額 331,685 143,466 187,200 1,019

当初予算額 333,378 144,140 183,300

区分 事業費
財    源    内    訳

国庫支出金 市債（通常債） 一 般 財 源

予算額 331,691 決算額 331,685

1,270予算額 1,270 決算額
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